
財務専門官を目指す皆様へ

▲課内打ち合わせ

　北陸財務局の魅力は、地域社会に密着した幅広い業務に携われること、そして、ワークライフバランスの
充実した職場であることです。

　私は、これまで国家予算の執行状況の調査や、国の庁舎等の国有財産に関する業務に携わったほか、現在
は金融機関の監督業務を担当し、コロナ禍の影響を受けている事業者の方々に事業継続に向けた金融支援が
行き渡るよう、地域の金融機関と対話を実施しています。世間の関心が高い業務に携わることは、身が引き
締まるとともに、やりがいを感じているところです。

　また、小・中・高校生や子育て中のお母さん方に向けた財政・金融教育の講師として、地域の皆さんにお
会いし、財務省や金融庁の施策をお伝えする業務にも携わるなど、業務を通して地域の様々な立場の方と接
する機会が多くありました。このほか、北陸財務局では、地方公共団体に対する財政融資資金の貸し付けや、
民間企業の方々にお話を伺う経済調査など、地域社会に密着した多様な業務を行っています。
　さらに、財務省や金融庁等に出向して、国会対応など本省庁ならではの業務に携わることもできるなど、
入局後は皆さんのキャリアアップに向けた幅広い選択肢が用意されています。

　ワークライフバランスの充実についても、皆さんが気になる
点ではないでしょうか。北陸は共働き夫婦の多い地域であり、
特に、女性は出産後も働き続けることができるのかといった点
は、就職先を決める上で重要なポイントかと思います。
　北陸財務局は、仕事と子育ての両立に向けた制度が整い、そ
れを応援してくださる職員が沢山いる職場です。多くの女性職
員が育児休業を取得し、復職後は短時間勤務を行っているほか、
最近は男性職員で育児休業を取得する方も増えています。また、
フレックスタイムやテレワークを活用した勤務を行うこともで
き、それぞれのワークライフバランスに応じた働き方ができることも魅力です。
　私も子供が二人おり、育児休業からの復職後は短時間勤務を行いました。現在はフレックスタイムを活用
して、子供の帰宅時間に合わせた勤務を行っています。

　北陸財務局は、充実した職場環境のもと、地域社会のための多種多様な業務にチャレンジすることができ
る職場です。チャレンジ精神旺盛な皆さんと、一緒に働けることを楽しみにしています。

財務専門官を目指す皆様へ

　2014年、ある会議でこんな発表がありました。
　「若者が東京圏に一極集中する現在の人口移動が続けば、2040年には896の市町村が消滅する可能性がある」

　こうした状況もあって、今、市町村等は、人口の流出を防ぎ都市圏から人を呼び込むことなどで、地域の
活性化を図っています。そして、こうした取組みを支援することも北陸財務局の重要な業務の一つです。
　具体的には、北陸財務局では、地域連携の促進や地域活性化を目的に、市町村や金融機関と連携して次の
ような取組を行っています。

①若手職員が地域のキープレイヤーと課題解決策を共創！
　北陸財務局には若手職員によるプロジェクトチームがあります。その名も「北財PT」。日々の業務から、
市町村職員等、地域のキープレイヤーとの関係性を創り、地域課題解決に向けた企画、準備、実行等、全て
のプロセスを自分たちの手で行います。これまで、「ZEN(禅)」をテーマに北陸三県の３市町で連携施策を
検討する取組、文化的価値のある古民家を活用し地域活性化に繋げる取組、北財PT専用Facebookを立ち
上げ市町村が行う取組をプロモーションする取組など、時には金融機関等とも連携し、様々な活動を行って
います。

②北陸地域連携プラットフォームの運営と地域への発信！
　地域の各界各層の有識者の方々に、課題の明確化と対応策な
どについて御意見いただく、北陸地域連携プラットフォームを
運営しています。議論の内容等については、北陸財務局HPや
SNS、オンラインセミナー等で発信しています。

③最新の地域ニーズに応じた旬なテーマのセミナー開催！
　日々の業務において市町村や金融機関等が関心を持つテーマ
をタイムリーに把握し、北陸財務局のネットワークを活用して
様々なセミナーを開催しています。これまで「企業版ふるさと
納税制度」や「国の支援制度」などをテーマとして開催し、参加者の効率的な情報収集や、具体的な取組へ
の展開をサポートしています。

　こうした取組を通じ、地域キーパーソンとの人脈が得られるほか、外部機関との調整力や企画力などが養
われます。また、様々なバックグラウンドを有する魅力的な方々とのコミュニケーションを通じて、多くの
刺激が得られることも大きなメリットだと思います。
　ぜひ、あなたのチャレンジ精神や柔軟な発想を活かし、地域の活性化に携わってみませんか？皆さまとお
会いできるのを楽しみにしています！

▲地方公共団体の方々と意見交換

平成17年度 採用
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▲課内打ち合わせ

　北陸財務局の魅力は、地域社会に密着した幅広い業務に携われること、そして、ワークライフバランスの
充実した職場であることです。

　私は、これまで国家予算の執行状況の調査や、国の庁舎等の国有財産に関する業務に携わったほか、現在
は金融機関の監督業務を担当し、コロナ禍の影響を受けている事業者の方々に事業継続に向けた金融支援が
行き渡るよう、地域の金融機関と対話を実施しています。世間の関心が高い業務に携わることは、身が引き
締まるとともに、やりがいを感じているところです。

　また、小・中・高校生や子育て中のお母さん方に向けた財政・金融教育の講師として、地域の皆さんにお
会いし、財務省や金融庁の施策をお伝えする業務にも携わるなど、業務を通して地域の様々な立場の方と接
する機会が多くありました。このほか、北陸財務局では、地方公共団体に対する財政融資資金の貸し付けや、
民間企業の方々にお話を伺う経済調査など、地域社会に密着した多様な業務を行っています。
　さらに、財務省や金融庁等に出向して、国会対応など本省庁ならではの業務に携わることもできるなど、
入局後は皆さんのキャリアアップに向けた幅広い選択肢が用意されています。

　ワークライフバランスの充実についても、皆さんが気になる
点ではないでしょうか。北陸は共働き夫婦の多い地域であり、
特に、女性は出産後も働き続けることができるのかといった点
は、就職先を決める上で重要なポイントかと思います。
　北陸財務局は、仕事と子育ての両立に向けた制度が整い、そ
れを応援してくださる職員が沢山いる職場です。多くの女性職
員が育児休業を取得し、復職後は短時間勤務を行っているほか、
最近は男性職員で育児休業を取得する方も増えています。また、
フレックスタイムやテレワークを活用した勤務を行うこともで
き、それぞれのワークライフバランスに応じた働き方ができることも魅力です。
　私も子供が二人おり、育児休業からの復職後は短時間勤務を行いました。現在はフレックスタイムを活用
して、子供の帰宅時間に合わせた勤務を行っています。

　北陸財務局は、充実した職場環境のもと、地域社会のための多種多様な業務にチャレンジすることができ
る職場です。チャレンジ精神旺盛な皆さんと、一緒に働けることを楽しみにしています。

財務専門官を目指す皆様へ

　2014年、ある会議でこんな発表がありました。
　「若者が東京圏に一極集中する現在の人口移動が続けば、2040年には896の市町村が消滅する可能性がある」

　こうした状況もあって、今、市町村等は、人口の流出を防ぎ都市圏から人を呼び込むことなどで、地域の
活性化を図っています。そして、こうした取組みを支援することも北陸財務局の重要な業務の一つです。
　具体的には、北陸財務局では、地域連携の促進や地域活性化を目的に、市町村や金融機関と連携して次の
ような取組を行っています。

①若手職員が地域のキープレイヤーと課題解決策を共創！
　北陸財務局には若手職員によるプロジェクトチームがあります。その名も「北財PT」。日々の業務から、
市町村職員等、地域のキープレイヤーとの関係性を創り、地域課題解決に向けた企画、準備、実行等、全て
のプロセスを自分たちの手で行います。これまで、「ZEN(禅)」をテーマに北陸三県の３市町で連携施策を
検討する取組、文化的価値のある古民家を活用し地域活性化に繋げる取組、北財PT専用Facebookを立ち
上げ市町村が行う取組をプロモーションする取組など、時には金融機関等とも連携し、様々な活動を行って
います。

②北陸地域連携プラットフォームの運営と地域への発信！
　地域の各界各層の有識者の方々に、課題の明確化と対応策な
どについて御意見いただく、北陸地域連携プラットフォームを
運営しています。議論の内容等については、北陸財務局HPや
SNS、オンラインセミナー等で発信しています。

③最新の地域ニーズに応じた旬なテーマのセミナー開催！
　日々の業務において市町村や金融機関等が関心を持つテーマ
をタイムリーに把握し、北陸財務局のネットワークを活用して
様々なセミナーを開催しています。これまで「企業版ふるさと
納税制度」や「国の支援制度」などをテーマとして開催し、参加者の効率的な情報収集や、具体的な取組へ
の展開をサポートしています。

　こうした取組を通じ、地域キーパーソンとの人脈が得られるほか、外部機関との調整力や企画力などが養
われます。また、様々なバックグラウンドを有する魅力的な方々とのコミュニケーションを通じて、多くの
刺激が得られることも大きなメリットだと思います。
　ぜひ、あなたのチャレンジ精神や柔軟な発想を活かし、地域の活性化に携わってみませんか？皆さまとお
会いできるのを楽しみにしています！

▲地方公共団体の方々と意見交換

平成18年度 採用

藤井　啓太
Fujii  Keita

現在　総務課　企画係長

先輩職員からのメッセージ
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